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	1) 研究の背景および目的
	非小細胞肺癌、食道癌、膵癌に対する放射線治療後の脊椎骨折は、放射線治療による有害事象の一つとして報告されています。限局型の小細胞肺癌に対する治療では化学放射線療法が標準治療です。化学放射線療法後の胸椎骨折の頻度やリスク因子の検討を行います。リスク因子の検討では胸椎の放射線治療の投与線量に関する因子についても調べます。
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